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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 110 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

百万人／年 平成２０年度 平成２６年度

％ 平成２１年度 平成２６年度

都道府県名 大阪府 大阪市 咲洲
さきしま

コスモスクエア地区
ち く

計画期間 交付期間 26

大目標：賑わいの創出や良好な職住環境にも配慮した地区の環境改善により、まちの魅力の向上を図る
目標１：ペデストリアンデッキの整備により、交通安全性、歩行者の快適性の向上を図る
目標２：「咲洲コスモスクエア地区立地促進助成制度」の活用等により企業等の立地を促進し、まちの賑わいの創出等、地域の活性化を図る

・咲洲コスモスクエア地区は、大阪市の臨海部に位置しており、埋立てにより造成された地域である。
・昭和63年に策定した「テクノポート大阪」計画に基づき、同計画の先導的役割を担う地区として、新都心としてのまちづくりを進めてきた。
・その後、経済の急激なグローバル化、高度情報化の進展、人口減少社会の到来など、経済社会環境が大きく変化し、企業の中枢管理機能の東京への一極集中、生産機能の地方圏・海外への分散などもあって、大阪の相対的な地位の低下がもたらさ
れるとともに、当地区の公的なプロジェクトが厳しい事業状況に陥った影響もあり、地区の開発が停滞した。
・平成14年7月には、当地区を含む「大阪コスモスクエア駅周辺地域」が都市再生緊急整備地域に指定され、それ以降、都市再生の観点から、ミクストユースのまちづくり（住機能の導入等）への転換や開発インセンティブの導入（当地区内の市有地を購入
し、本市が定める産業分野の事業所を整備する事業者に対し、用地取得費の一部を助成）を行い、土地利用の促進を図っている。
・現在、コンベンション施設や先端技術開発関連企業、様々なビジネスサポート機能の集積が進むとともに、周囲を取り囲む海や地区内を貫く咲州キャナルといった親水空間、地区内の歩行者ネットワークを形成する緑地・緑道などのアメニティ環境の整
備が進んでいる。
・進出事業者数：３５事業者（テナントは含まず）
・従　業　者　数：約１４,０００人
・年間来訪者数：約１,０００万人程度

・地区周辺にコンテナ埠頭が立地していることもあり、トレーラー等物流動線と歩行者動線が一部箇所において輻輳している。第一期計画ではコスモスクエア駅前の一部区画への住機能の導入に伴い、住宅からコスモスクエア駅や学校等への安全な歩
行者ネットワークを確保した。今後、地区内の未利用地の開発等に伴い、歩行者数の増加が見込まれる箇所において、安全な歩行者ネットワークの構築が必要である。
・地区北部及び中央部を中心に未利用地が残っており、地域の活性化に向けて、早期の開発が必要である。

・咲洲コスモスクエア地区地区計画では、「国際交易、先端技術開発、情報通信等の多様で高度な都市機能の集積を図るとともに、臨海部の特性を活かした親水空間を創出し、快適で魅力ある都市環境を備えたまちづくりを行う」ことを目標としている。
・都市再生緊急整備地域の地域整備方針において、大阪コスモスクエア駅周辺地域として、「大阪臨海部における新たな都心形成の一翼を担うため、親水性の確保など海辺の特性を生かしつつ、多様で高度な機能を有する都市拠点を形成」することを
整備の目標としている。
・大阪府、大阪市並びに経済界で構成する「夢洲・咲洲地区まちづくり推進協議会」では、両地区の活性化に向けた方向性として、「最先端企業の一大集積拠点の形成をめざし、環境や新エネルギー関連産業等を誘致することにより、次世代産業等の研
究、生産施設等の集積を図り、いわば『グリーン・テクノロジー・アイランド（環境技術島）』として、『環境先進都市・大阪』の先進的なモデルをめざす」こととしている。当地区においては、コンベンション機能の充実を図るとともに、環境・新エネルギー関連企
業等の誘致の促進、地区の環境改善により、南・東アジアに開かれたビジネス交流・交易拠点の形成をめざす。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

8.3

土地利用面積率 地区内における宅地面積に占める土地利用面積の割合
歩行者ネットワークを整備し、まちの環境を向上させるとともに、開
発インセンティブを活用することにより、民間企業の開発を促進し、
地区内の土地利用面積率を増加させる。

71 80

コスモスクエア駅利用者数 コスモスクエア駅利用者数（乗り換え含まず）
ペデストリアンデッキの整備により、コスモスクエア駅と地区内施設
を結ぶ歩行者ネットワークを構築し、地区内従業者や居住者等の
コスモスクエア駅利用者数の増加を目指す。

5.9

（案の２）



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○継続的なまちづくり活動
・当地区では、大阪市及び地区内企業を中心に「コスモスクエア開発協議会」を設立しており、案内板の設置や施設間でのイベント等の共同開催を行うなど、来訪者や地区内従業者の回遊性を高める取り組みを行っている。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（交通安全性、歩行者の快適性の向上）
・地区北部及び中央部の開発に伴い、コスモスクエア駅や周辺施設等への安全な歩行者ネットワークを確保するため、物流動線と歩行者動線が交差す
る箇所においては歩車分離を目的とするペデストリアンデッキを整備する。

地域生活基盤施設（基幹事業／人工地盤）

整備方針２（企業立地の促進によるまちの賑わいの創出）
・歩行者ネットワークの整備によりまちの環境を向上させ、あわせて開発インセンティブの活用等により企業立地を促進し、従業者や来訪者を増やすこと
で、まちの賑わいの創出等、地域の活性化を図る。

地域生活基盤施設（基幹事業／人工地盤）
咲洲コスモスクエア地区立地促進助成制度（関連事業、市）
咲洲コスモスクエア地区のまちづくりの推進（関連事業、市等）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）

基幹事業都市再生整備計画
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費
道路

道路

道路

道路（都市再構築戦略事業）

公園

公園（都市再構築戦略事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 大阪市 直 ― 平成22年度 平成26年度 平成22年度 平成26年度 266.1 266.1 266.1 0.0 266.1

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（中心拠点誘導施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 266.1 266.1 266.1 0.0 266.1 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 266
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
大阪市 ○ 平成16年度 平成23年度 5,000

大阪市、地区内企業 ○ ○ 平成元年度

合計 5,000

交付対象事業費 266.1 交付限度額 119.7 国費率 0.45

交付期間内事業期間
細項目

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

―

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

咲洲コスモスクエア地区立地促進助成制度

咲洲コスモスクエア地区のまちづくりの推進

（案の２）



都市再生整備計画の区域

　　咲洲コスモスクエア地区（大阪府大阪市） 面積 110 ha 区域 住之江区南港北１丁目、南港北２丁目の一部

（案の２）


